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研究背景 

 現在，市販されている缶コーヒーの一部は，苦味を抑制する為に人工甘味料が添加されている．その味の評価は人間が

実際に味わう官能試験が主流であるが，官能試験は試験員の嗜好や体調などの影響により，客観性・再現性に欠ける．そ

こで，味を客観的な数値で評価できる味覚センサ（Fig.1）の利用が広がっている．味覚センサ受容部には各味質に選択的

に応答する脂質高分子膜が使用されており，呈味物質との静電・疎水性相互作用による膜電位の変化を測定することで味

を定量化している(1)．その原理上，非電解質である糖類や正電荷・負電荷を持つ人工甘味料など様々な種類のある甘味物

質に対しては，1 種類のセンサによる甘味の評価が難しい．我々は，甘味物質を食品環境下での荷電状態により分類し，

人工甘味料に応答する甘味料用センサを開発した(2)．本研究は，開発した甘味料用センサと苦味センサを用い，コーヒー

の味の定量化を目指す．これまでの研究から，開発した甘味料用センサでは人工甘味料を含まないコーヒーに大きく応答

してしまうことが明らかになっている(3)．本件は，コーヒーに含まれる物質が甘味料用センサに応答する原因を探り，人

工甘味料への選択性向上を目的とした． 

 

実験方法 

 甘味料用センサの脂質高分子膜に吸着しているコーヒーの成

分を調べる為，インスタントコーヒーを滴下した甘味料用膜を

LC/MS で分析し，センサ応答との関係性を調査した．コーヒー

サンプルには，インスタントコーヒー粉末 UCC THE BLEND 

No.114(UCC上島珈琲㈱) 2gを 1mM KCl 140 ml に溶かしたもの

を用いた． 

 

結果と考察 

LC/MS 分析の結果，カフェイン酸，キナ酸，カフェインが検出された．この内，カフェイン酸は甘味料用センサにおい

て疎水性相互作用による応答が確認できている．両結果からカフェイン酸が甘味料用センサに応答している夾雑成分であ

る可能性が示唆された．今後は本知見を踏まえ甘味料用センサの選択性向上を目指す． 
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Fig.1 Taste sensor 
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